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7 ・25　　広報広聴委員会
　〃　　　沖縄県名護市議会来市
7・29　　広報広聴委員会行政視察（〜30日）
8・ 5　　建設委員会
8・ 6　　兵庫県加西市議会来市
8・ 7　　建設委員会行政視察（〜 9日）
8・16　　議会運営委員会
　〃　　　全員協議会
　〃　　　広報広聴委員会
8・19　　議会改革・活性化特別委員会
8・20　　秋田県北秋田市議会来市
8・29　　広報広聴委員会
　〃　　　議会運営委員会
9・ 2　　平成25年第 3回定例会（ 1日目・議案説明）
　〃　　　委員長会議
　〃　　　議員研修
9・ 4　　議会運営委員会
　〃　　　総務委員会
9・ 5　　文教厚生委員会
9・ 6　　市民経済委員会
9・ 9　　建設委員会
9・10　　広報広聴委員会
9・11　　平成25年第 3回定例会（ 2日目・一般質問）
9 ・12　　平成25年第 3回定例会（ 3日目・一般質問）
9 ・13　　平成25年第 3回定例会（ 4日目・一般質問）
9 ・17　　平成25年第 3回定例会（ 5日目・一般質問）
　〃　　　文教厚生委員会
9・18　　文教厚生委員会
9・19　　市民経済委員会
9・20　　建設委員会
　〃　　　政策研究会運営会議
9・24　　総務委員会
9・25　　議会運営委員会
　〃　　　平成25年第 3回定例会（ 6日目・議案審議）
　〃　　　文教厚生委員会
　〃　　　決算特別委員会
　〃　　　広報広聴委員会
9・26　　議会運営委員会
　〃　　　議会改革・活性化特別委員会
　〃　　　文教厚生委員会
9・27　　決算特別委員会（財務部・総務部）
9・30　　議会運営委員会
　〃　　　決算特別委員会（企画振興部・生活環境部）
10・ 1 　　決算特別委員会（福祉部）
10・ 2 　　決算特別委員会（産業部）
10・ 3 　　決算特別委員会（建設部・都市部・下水道部）
10・ 4 　　決算特別委員会（教育委員会）
10・ 7 　　決算特別委員会（消防局）（水道局　質疑、採決）
10・ 8 　　決算特別委員会（総括質疑、採決）
10・11　　広報広聴委員会
10・15　　市民経済委員会
10・16　　総務委員会
　〃　　　委員長会議
10・17　　議会運営委員会
　〃　　　全員協議会
　〃　　　会派会長会議
　〃　　　広報広聴委員会
10・18　　議会改革・活性化特別委員会
10・22　　文教厚生委員会
　〃　　　愛知県碧南市議会来市
10・23　　総務委員会行政視察（〜25日）
　〃　　　文教厚生委員会行政視察（〜25日）
　〃　　　市民経済委員会行政視察（〜25日）
10・24　　奈良県生駒市議会来市
10・25　　山口県周南市議会来市
10・29　　広報広聴委員会

議会の動き
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８
月
・
９
月
に
縁
あ
っ
て
議
会

を
傍
聴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
い
く
中
で
市
議

会
議
員
の
方
々
が
強
い
意
気
込
み

を
持
っ
て
市
政
に
望
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
た
。
し
か
し
そ
の
意
気

込
み
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。
私
が
議
会
に
傍

聴
に
行
っ
た
際
、
他
に
傍
聴
し
て

い
る
人
は
新
聞
記
者
な
ど
い
つ
も

決
ま
っ
た
数
名
で
あ
り
、
市
民
が

傍
聴
に
来
て
い
る
と
は
言
い
難

か
っ
た
。
か
く
言
う
私
も
機
会
が

な
け
れ
ば
一
度
も
議
会
に
傍
聴
に

行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

市
民
が
議
員
の
方
々
の
活
動
に
つ

い
て
理
解
し
、
市
民
の
力
で
東
広

島
市
を
興
し
て
い
く
た
め
に
、
よ

り
オ
ー
プ
ン
な
議
会
を
作
る
こ
と

が
必
要
だ
。
現
在
の
よ
う
に
中
に

入
る
の
に
緊
張
を
要
す
る
議
会
で

は
な
く
傍
聴
し
や
す
い
議
会
の
成

立
を
要
望
し
た
い
。

徳
孤
な
ら
ず
必
ず
隣
あ
り

高
屋
町
杵
原　
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り

貞さ
だ　
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ず
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我
が
郷
土
、
東
広
島
市
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
“
酒
祭
り
”
が
閉
幕
し

ま
し
た
。
市
の
観
光
協
会
は
二
日

間
の
来
場
者
を
約
24
万
人
と
発
表

し
ま
し
た
。
年
々
、
趣
向
を
凝
ら

し
て
開
催
さ
れ
る
こ
の
祭
り
に
は

他
県
か
ら
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
人

や
外
国
人
の
顔
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
“
酒
都
・
西
条
”
の

面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
誇
り
と
し
て
定
着
し
て

き
た
“
酒
祭
り
”
に
市
民
の
一
人

と
し
て
歓
び
を
感
じ
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し

た
郷
土
の
発
展
を
願
う
同
心
の
発

露
が
こ
の
賑
わ
い
に
開
花
し
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

論
語
に
「
徳
孤
な
ら
ず
必
ず
隣

あ
り
」
―
徳
の
あ
る
者
は
孤
立
す

る
こ
と
が
な
く
、
理
解
し
助
力
す

る
人
が
必
ず
現
れ
る
と
あ
り
ま

す
。
私
も
郷
土
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


